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論文内容の要旨
Cを種数 π の非特異代数曲線とし、 f:S→C をその上の種数 g の極小曲線束とする。更に GCAut(f)を f の自己同
型群の有限部分群とする。このとき、種数 2 の曲線は常に超楕円的であることを利用して Z.Chen 氏は g=2 のとき
の G の位数の評価をおこなった。
そこで本稿では、一般種数の超楕円曲線束f に対し Chen 氏の議論を拡張し、次の結果を得た。
定理 1π>2 のとき
IGI< 
g+l 84~K.~ ifg 手 2， 3, 5, 9 g-l --., 
504Ki ifg = 2 
252Ki ifg = 3 
315Ki ifg = 5 
157.5Ki ifg = 9.
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(2)π=0 のとき、 f は少なくとも三本の特異ファイパーをもっとすると
120(K_i+8) ifg = 2 
70(K_i+ 16) ifg = 3 
IGI< 60(K_i 十 24) ifg = 4 
75(K_i+32) ifg = 5 
20(g+1)(2g+1){KSa +8(-l)} t^s-r ö ,g if g ?:.6. 
論文審査の結果の要旨
代数多様体の自己同型群はその多様体の対象性を表すものであり、幾何学的にいろいろと微妙な作用をすることが
多い。 Z.Chen は 1994年に種数 2 の場合に超楕円曲線束の自己同型群の位数の評価式を得た。本論文で荒川君はこの
結果を一般化して、一般種数の超楕円曲線束の自己同型群の位数を、局面の標準束の自己交点数とファイパーの種数
によって上から抑える評価式を得た。この一般化は，堀川・ Persson の不等式、 Hurwitz ならびに辻の定理等を巧み
に用いた独創的なものである o ここで得られた定理は代数曲面という代数幾何学における古典的具体的な対象に対し
て証明された一般的なものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
-70-
